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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、野外で観察された腐朽材に対するシロアリの摂食忌避現象に着目し、基礎的知見を
得るために実験室でこの現象を再現し、更に複数の化合物が忌避性および毒性に関与することを
明らかとした。得られた知見は天然成分由来の木材保存剤の開発に貢献するものと期待できる。 
平成29年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
